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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成29年7月6日(2017.7.6)

【公開番号】特開2015-34121(P2015-34121A)
【公開日】平成27年2月19日(2015.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-011
【出願番号】特願2014-109341(P2014-109341)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/462    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/187    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ   35/46     　　　Ｊ
   Ｂ４１Ｊ    2/16     ３０７　
   Ｈ０１Ｌ   41/187    　　　　
   Ｈ０１Ｌ   41/09     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月23日(2017.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｂａ、Ｃａ、ＴｉおよびＺｒ、あるいはＢａ、Ｃａ、Ｔｉ、ＺｒおよびＳｎを含む酸化
物、
　およびＭｎ、Ｂｉ、
　を含有する圧電材料であって、
　前記Ｂａ，および前記Ｃａの和に対する前記Ｃａのモル比であるｘが０．０９≦ｘ≦０
．３０であり、
　前記Ｔｉ，前記Ｚｒおよび前記Ｓｎの和に対する前記Ｚｒのモル比であるｙが、０．０
２５≦ｙ≦０．０８５であり、
　前記Ｔｉ，前記Ｚｒおよび前記Ｓｎの和に対する前記Ｓｎのモル比であるｚが、０≦ｚ
≦０．０２であり、
　前記Ｔｉ，前記Ｚｒおよび前記Ｓｎの和に対する前記Ｂａおよび前記Ｃａの和のモル比
であるａが、０．９８６≦ａ≦１．０２であり、
　前記酸化物１００重量部に対する前記Ｍｎの含有量は、金属換算で０．０４重量部以上
０．３６重量部以下であり、
　前記酸化物１００重量部に対する前記Ｂｉの含有量は、金属換算で０．０４２重量部以
上０．８５０重量部以下である圧電材料。
【請求項２】
　前記酸化物はペロブスカイト型構造である請求項１に記載の圧電材料。
【請求項３】
　Ｌｉの含有量が前記酸化物１００重量部に対して金属換算で０．００１２重量部以下（
０重量部を含む）であることを特徴とする請求項１または２に記載の圧電材料。
【請求項４】
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　前記酸化物は下記一般式（１）で表わされることを特徴とする請求項１乃至３のいずれ
か１項に記載の圧電材料。
（Ｂａ１－ｘＣａｘ）ａ（Ｔｉ１－ｙ－ｚＺｒｙＳｎｚ）Ｏ３　　（１）
（式中、０．０９≦ｘ≦０．３０、０．０２５≦ｙ≦０．０８５、０≦ｚ≦０．０２、０
．９８６≦ａ≦１．０２）
【請求項５】
　前記ｙが０．０５５≦ｙ≦０．０８５であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か１項に記載の圧電材料。
【請求項６】
　Ｍｇの含有量が前記酸化物１００重量部に対して金属換算で０．１０重量部以下（ただ
し０重量部を除く）であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の圧電
材料。
【請求項７】
　ＳｉまたはＢの少なくとも一方を含む成分の含有量が前記酸化物１００重量部に対して
金属換算で０．００１重量部以上４．０００重量部以下であることを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか１項に記載の圧電材料。
【請求項８】
　ｙ＋ｚ≦（１１ｘ／１４）－０．０３７であることを特徴とする請求項１乃至７のいず
れか１項に記載の圧電材料。
【請求項９】
　ｘ≦０．１７であることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の圧電材料
。
【請求項１０】
　前記圧電材料のキュリー温度が１００℃以上であることを特徴とする請求項１乃至９の
いずれか１項に記載の圧電材料。
【請求項１１】
　前記圧電材料の周波数１ｋＨｚにおける誘電正接が０．００６以下であることを特徴と
する請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の圧電材料。
【請求項１２】
　第一の電極、圧電材料部および第二の電極を有する圧電素子であって、前記圧電材料部
を構成する圧電材料が請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の圧電材料であることを特
徴とする圧電素子。
【請求項１３】
圧電材料層と、電極層とが交互に積層された積層圧電素子であって、前記圧電材料層が請
求項１乃至１０のいずれか１項に記載の圧電材料よりなることを特徴とする積層圧電素子
。
【請求項１４】
　前記電極層がＡｇとＰｄを含み、前記Ａｇの含有重量Ｍ１と前記Ｐｄの含有重量Ｍ２と
の重量比Ｍ１／Ｍ２が０．２５≦Ｍ１／Ｍ２≦４．０であることを特徴とする請求項１３
に記載の積層圧電素子。
【請求項１５】
　前記電極層がＮｉおよびＣｕの少なくともいずれか１種を含むことを特徴とする請求項
１３に記載の積層圧電素子。
【請求項１６】
　請求項１２に記載の圧電素子または請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の積層圧
電素子を配した振動部を備えた液室と、前記液室と連通する吐出口を有することを特徴と
する液体吐出ヘッド。
【請求項１７】
　被転写体の載置部と請求項１６に記載の液体吐出ヘッドを備えたことを特徴とする液体
吐出装置。
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【請求項１８】
　請求項１２に記載の圧電素子または請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の積層圧
電素子を配した振動体と、前記振動体と接触する移動体とを有することを特徴とする超音
波モータ。
【請求項１９】
　駆動部に請求項１８に記載の超音波モータを備えたことを特徴とする光学機器。
【請求項２０】
　請求項１２に記載の圧電素子または請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の積層圧
電素子を振動板に配した振動体を有することを特徴とする振動装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の振動装置を振動部に備えたことを特徴とする塵埃除去装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の塵埃除去装置と撮像素子ユニットとを有する撮像装置であって、前
記塵埃除去装置の振動板を前記撮像素子ユニットの受光面側に設けたことを特徴とする撮
像装置。
【請求項２３】
　請求項１２に記載の圧電素子または請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の積層圧
電素子を備えた圧電音響部品。
【請求項２４】
　請求項１２に記載の圧電素子または請求項１３乃至１５のいずれか１項に記載の積層圧
電素子を備えた電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するための本発明の圧電材料は、
　Ｂａ、Ｃａ、ＴｉおよびＺｒ、あるいはＢａ、Ｃａ、Ｔｉ、ＺｒおよびＳｎを含む酸化
物、
　およびＭｎ、Ｂｉ、
　を含有する圧電材料であって、
　前記Ｂａ，および前記Ｃａの和に対する前記Ｃａのモル比であるｘが０．０９≦ｘ≦０
．３０であり、
　前記Ｔｉ，前記Ｚｒおよび前記Ｓｎの和に対する前記Ｚｒのモル比であるｙが、０．０
２５≦ｙ≦０．０８５であり、
　前記Ｔｉ，前記Ｚｒおよび前記Ｓｎの和に対する前記Ｓｎのモル比であるｚが、０≦ｚ
≦０．０２であり、
　前記Ｔｉ，前記Ｚｒおよび前記Ｓｎの和に対する前記Ｂａ，および前記Ｃａの和のモル
比であるａが、０．９８６≦ａ≦１．０２であり、
　前記酸化物１００重量部に対する前記Ｍｎの含有量は、金属換算で０．０４重量部以上
０．３６重量部以下であり、
　前記酸化物１００重量部に対する前記Ｂｉの含有量は、金属換算で０．０４２重量部以
上０．８５０重量部以下であることを特徴とする。
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